蒼き殺人鬼と鬼神の不思議な関係

キィン！
刃の交わる音がこだまする
Yeen「ちっ…やっぱあんたでたらめ強いな」
戟鈴仙「当然だ、貴様如きに斃される我ではない」
Yeen「やれやれ」
ｷｬｰ､ﾀﾞﾚｶﾀｽｹﾃｰ
Yeen「ん？悲鳴か？」
そしてそこからYeenが再びナイフを戟鈴仙の方天画戟にぶち当てた
戟鈴仙「貴様っ」
Yeen「悪い鬼神、この勝負預けるぜ、決闘所じゃなくなった」
そしてYeenはその場から風のように去っていった
戟鈴仙「ふんっ相変わらず逃げ足だけは早いやつだ」

そしてそこからしばらくして…
戟鈴仙は相も変わらずその武を振るい続けていた
戟鈴仙「ふんっ！雑魚共が！この程度か！」
次々と敵を倒す戟鈴仙
しかし、突如戟鈴仙の周りに壁が出現！
戟鈴仙「何！？急に壁が！？」
「いい気になるなよ鬼神め、この技で貴様を討ち取ってくれるわ」
戟鈴仙「ほざけ！このような壁！ぶちこわしてくれる！」
ドｶｧﾝ！
難なく壁を壊す戟鈴仙
しかし、それこそが真の罠だった
しばらくして周りに大量の敵が湧き出る！
戟鈴仙「ふんっ数に頼った所でこの我は倒せんぞ！」
「違うな、これはただの陽動だ」
戟鈴仙「何？」
その瞬間突如槍が戟鈴仙の方天画戟目掛けて飛んできた！
ガキィン！
戟鈴仙「なっ我の得物が！？」
方天画戟を振り落とされたその瞬間！一斉に周りの兵が戟鈴仙に槍を突き付けた！
戟鈴仙「ぐっ」
「…終わりだな、鬼神よ」
戟鈴仙「ぬかったわ…雑魚と思って油断したか」
戟鈴仙は観念したように座り込む
戟鈴仙「…我の負けだ、さっさとその縄とやらで我を捕らえるがいい」
…こうして戟鈴仙は敵の罠にかかり、虜囚の身となってしまった…

一方Yeenは気ままに辺りをほっつきまわっていた
Yeen「いやはや、やっぱりこうやって辺りをほっつき歩くのはいい気分転換になるぜ」
Yeen「…そういや、最近あいつを見ねえな、どうしたんだ？」

ここ最近姿を現さない戟鈴仙の事をふと思うYeen

Yeen「…なーんか妙な予感がするな…」
Yeen「たまには違う所も散歩するか」

そして、Yeenはいつもの散歩コースを変えるのであった

囚われの身となった戟鈴仙、かの戦闘の後厳重に縛り上げられ、牢に入れられ、死を待つのみの身となっていた

「気分はどうだ」
戟鈴仙「ふんっこのような有様で気分が良い訳がなかろう」
「それは失礼した」
戟鈴仙「…我の処刑はいつ頃になる？」
「さあ、私からはその情報はないね」
戟鈴仙「そうか」
戟鈴仙「…負けたな、綺麗に」
「そうだね」
戟鈴仙「完敗だ、もはや抗う気もない」
戟鈴仙「この我の命運がここまでというのであれば、それも良かろう」
戟鈴仙「だがな、ただでは死んでやらんぞ、この鬼神の最期、貴様にもとくと見せてやる」
「…いいだろ、その時を待たせていただく」
戟鈴仙「…ふんっ」

戟鈴仙はただ静かにその時を待った

数時間後、散歩を終えたYeenがそろそろ次の獲物を探していた所に

Yeen「さて、次の獲物は…ん？」
戟鈴仙が今にも処刑されそうになっていた
Yeen「なんだよ、捕まってるじゃねえかあいつ」
Yeen「…やれやれ」
…
戟鈴仙「ふんっ随分ときつく縛ってくれるじゃないか」
「お前を縛るにはこれがちょうどいいのだ」
戟鈴仙「そうか」
「裁定は決まった、鬼神よ、お前は今ここで最強の武を誇ったまま死ぬのだ」
戟鈴仙「…ふんっ下らん御託は聞き飽きた、さっさと殺せ」
処刑台に昇る戟鈴仙
戟鈴仙(ここで、我は死ぬ)
戟鈴仙(…奴との決着、付けられず…か…)
処刑役人が刃を振るう…その直前！
ガキィン！一つのナイフがその刃目掛けて飛んできた！
Yeen「やれやれ、たまたま通りかかってみれば、こんな事になってるなんてな」
戟鈴仙「！？貴様は…！？」
Yeen「よっ、助けにきたぜ」
戟鈴仙「…何故我を助ける？敵同士だったはずだが？」
Yeen「敵同士だからこそだよ、あんたを殺すのは俺だ、こんなどこの誰かもわからんようなやつにあんたを殺させてたまるか」
戟鈴仙「ふんっ！いいのか？ここで我を助ければ、今度は我が貴様を殺しに行ってやるぞ！？」
Yeen「構わねえよ、元よりそのつもりだ」
そしてナイフで戟鈴仙を縛っていた縄を切った
戟鈴仙「…貴様も物好きな男だな」
かくして二人は敵を次々倒し、刑場を脱出した
牢役人「ひょえー、これはいいものを見れた、クールだねえ」

Yeen「ほら、これだろ、あんたの得物ってのは」
後に方天画戟も奪還したYeenから戟鈴仙に手渡された
戟鈴仙「良く持てたな、その得物は通常の槍に比べて数倍の重さがあるはずだが」
Yeen「まあ、なんとか気合で持ったぜ…こりゃそのうち筋肉痛になるな」
戟鈴仙「…ありがとう、助けてくれて」
Yeen「ん？」
戟鈴仙「もしあのまま殺されていれば、我は未練を抱えたまま死なねばならなかった、貴様との決着を付けられなかったとな」
Yeen「やれやれ、俺もとんだ女性に好かれてしまったものだ」
戟鈴仙「まあ、だからと言ってそれで手加減はしてやらんからな」
Yeen「もちろん、その時は、お互い、遠慮なしで燃え尽きようぜ」
こうして二人は決着を付ける事を約束し、晴れやかに歩いて行ったのであった

Fin
